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の余暇はL f、男性の家庭内労働時間はH m、女性の家庭内労働時間はH f と表す。また、家
庭内での結合生産物は、男女それぞれ個別に家庭内の労働時間によって付随的に生産され、
g i （Hi）i＝m,f である。投入財としての市場財はx z、また、家庭内生産関数は、Z＝Z（H m, 
H f, x z )で表す。また、男女それぞれの市場労働時間はN i i＝m,f であり、賃金率はそれぞ
れw i i＝m,f で、家庭の不労所得である資産はVとする。したがって家庭の効用関数最大化
問題は以下のように示される。
【効用最大化問題】
MAX　U（x m, z, L m＋g m （H m）, L f＋g f （H f））
s t . x m＋x z　≦　V＋w m  Nm ＋ wf  Nf















∂x z U' 2
∂Z
＝w i（1−g' i（H i ))
∂Z
i＝m,f （2）
∂H i ∂x z
　ただし、U' i は効用関数の第i変数による偏微分係数を表し、g' i（H i ）は一変数関数g i の微
分係数を表す。
　ここでデータから観察可能な賃金率のベクトル視線Vから集合Wを、
W＝｛（w m, w f ）∈ℵ :（w m, w f, V）が観察可能なデータに入っているもの｝
とする。さらに、この集合Wは連結であると仮定する。最大化問題に置いた仮定より、こ
の集合Wの元に対し、必ず唯一解としての最大化問題の解（H m ＊, H f ＊, x z ＊）を得ること
が出来るので、Wの元に対し最適解を与える（H m ＊, H f ＊）の全体の集合をH＊とする。関
数Zおよびgを二回連続微分可能と仮定したことから、集合Wも連結である。これらのこと
より、Kerkhofs & Kooreman（2013）と同様に陰関数定理を適用することによって、集合
H＊の閉包において定義される関数で、（H m ＊, H f ＊）を与えると（H m ＊, H f ＊, x z ＊）を最
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（H m, H f）＝w i（1−g' i（H i ))
∂Z*
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＝w i i＝m,f （2）ʼ∂H i ∂x z
となる。Gronau（1977, 1980）では、市場財と家庭内で生産される財を完全代替財と仮定
していたので、このような必要条件となり、家庭の最適化問題では、第一段階として、家庭
内で生産活動に使用する時間と家庭内生産のための投入物（H m, H f, x z）を（1）ʼと（2）ʼの 
条件を満たすように選ぶ。次に、市場財と余暇の限界効用の比が各人の賃金率に等しい；
U' 3 ＝U' 1W m および U' 4＝U' 1W f というKuhn-Tucker 定理の条件を用いて、余暇である








F（H m, H f, x z）≡
1
K













＝w i（1−g' i（H i ))
∂Z
i＝m,f （2）”
∂H i ∂x z
が、最適化問題の必要条件となる。彼らは、ここで生産関数を次の（4）のようなコブダグ
ラス型生産関数と仮定した。
Z（H m, H f, x z）＝ A（M
a
m H m )
α（M bf  H f）
β X γ z 　（4）
　また、結合生産関数は、

























　本稿の家庭内生産関数Zと結合生産関数g m とg f を含む家庭の意思決定モデルにおいて、
3節の1）における仮定が満たされ、（Z, g m, g f）が効用最大化問題の第一条件を満たすとき、
モデルの仮定を満たす家庭内生産関数と結合生産関数の組（F, g m, g f）が効用最大化の第一
条件を満たす十分条件は、（6）によって示される。
任意の（H m, H f）∈Hに対し、（6）式を満たす、ある v > 0 が存在する。
1−g' m（H m) ＝
1−g' f（H f) ＝v （6）
1−k' m（H m) 1−k' f（H f)
但し、H＝｛h ∈H＊|　∩∞　n=1 cone {x∈R2|h+x∈H  and‖x‖＜n-1｝である。
この同一性命題を、Graham & Green（1984）の結合生産関数に当てはめて考えてみる。
それぞれ異なる結合生産関数を、（5）における係数 δig と δik　i＝m,f で区別する。同一性






























（H m, H f）＝w i（1−g' i（H i ))
∂Z*
（H m, H f） i＝m,f （＊）∂H i ∂x z
であった。
　ここで、同じ最大化条件をみたす効用関数、家庭内生産関数と結合生産関数の組
（Q, F, g m, g f）があるならば、
∂F*
＝w i（1−k' i（H i ))
∂F*
i＝m,f （2）ʼʼʼ
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∂H i ∂H i
∂Z ∂F
∂xZ ∂xF
と仮定する。この仮定のもとで（7）式のそれぞれ H j j≠ i で２回微分をとり、（8）式をそ
れぞれ、 H j j≠ i で微分した結果を代入すると次の結果を得る。
（1−k' m（H i)）＝
（1−k' f（H i)） ＝k
（1−g' m（H i)） （1−g' f（H i)）
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Identification of a Class of Household Production 
Function without Perfect Substutability between 
Market Goods and Home Production
HASEGAWA Kaori
Abstract
We consider a class of household production models and reconsider the 
identification problem for the econometric analysis. In the household production 
model literature, perfect substitutability of the market good and the home-produced 
good in households has been assumed. In such models, the amount of home-
production time of each member of the household; depends only on wages and time 
endowments. In other words, the maximization problem has the dichotomy property: 
the production decision in households constitutes the first stage and the consumption 
decision is made in the second stage. Thus it is not necessary to estimate the utility 
function in the process of constructing the household production function. This 
property considerably simplifies the empirical analysis and leads to explicit testable 
predictions. Also, under this assumption with a joint production function which jointly 
produces leisure with household labor, the identification of the model in the empirical 
analysis has been made. However, since perfect substitutability between the market 
commodity and the home-produced commodity is a strong assumption we offer an 
alternative assumption on the marginal substitution rate of household-production time 
and market commodity input in household-production, which enables us to enjoy the 
same convenience: the so-called dual property of home productivity between partners.

